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田中さん 

 

 
岡田さん 

 

   
  

泉南走ろう会 
連絡先 

泉南スポーツ社 

072-483-4653 

 

∇例会予定 

●１１月０６日（日）  

場所 種河神社（９時集合） 

●１１月２０日（日）  

場所 種河神社（９時集合） 

 

泉佐野市民マラソン    

11月 20日(日)は、通常であれ

ば例会となりますが、この日泉

佐野市民マラソンがあり泉南

走ろう会からも参加される方

が何人かおられるため例会は、

中止とします。 

 

●１２月０４日（日）  

場所 種河神社（９時集合） 

 

●１２月１８日（日）  

場所 種河神社（９時集合） 

※忘年会について 

少し早い気もしますが、忘年会

のお話が例会でも出ています

のでとりあえず日時を決めて

置きたいと思います。多くの方

の参加お願い致します。 

日時  12月 18 日(日)  

例会後 12時半頃から   

場所  未定  

良い処があればご教授

願います。 

 

 

∇連絡 

早いもので 12月 27日で出口牧さん

が亡くなられてもう1年が経ちます。

そこで 12月 18日の例会日に参加者

で走り始めに牧さんのお墓参りを

しょうと考えております。ただ、今

の所お墓の場所がかわかっていま

せんのでそれまでに調べたいと思

います。お墓にお参りされる方は例

会当日お集まり願います。 

 

∇大会結果  

●四万十川ウルトラマラソン 

   10月 16日   岡田 

今回は、田中さんと岡田の２人だ

けで、それぞれ家族で行くことに

なり私は家内とレース後の道後温

泉への旅行を兼ねての参加で、途

中高知市内(桂浜)を観光、受付会

場で田中さんに会った後宿泊先の

宿毛市へ、当日は２時過ぎに起き

駐車場になっているゴール会場へ。

スタート会場に４時過ぎに着き、

ここで徳山さんの旦那さんに出会

う。今回は参加されていないとば

かり思っていたのにやはり参加さ

れていたのには驚きました。また、

何時も十津川で一緒になる山崎さ

んにお会いしました。レースは３

０キロから何時もの様に足が動か

なくなり歩く事も多く６２キロの

カヌー館までは７時間１３分も掛

かりました。 

今回から少しコースに変更があり

何時もであればカヌー館(休憩所)

手前でビールが買えていたのが買

えなくなってしまいガッカリ、そ

んなおり７０キロ過ぎの家前でビ

ールを置いている所がありお願い

して一杯頂く、あとは私設エイド

まで頑張ろうと動かなくなった足

で歩いたり走ったりを繰り返しな

がり進む。もうエイドが見えても

良いはずなのに一向に見えてこな

い、９０キロの表示で疑問に思い

隣を走っていたランナーに聞くと

今年から無くなったとのこと。四

万十川の名物でもあり多くのラン

ナーが、ここで元気をもらい完走

される方も多く居たはずなのに本

当に残念なことです。 

後は、何とか明るい内にゴールし

ようと頑張ったのですが、残念な

がら間にあわずタイムも 12 時間

28 分でした。尚、田中さんも 13



平成 23年 10月 31日 発行                     泉南走ろう会会報 第 357号 

2 
 

１）女神大橋へ向かう途中引き返したがその

まま直進するとショートカットができた．．． 

 
 
２）樺島灯台への道。上りで大きく右に山一

つ分それた。正解は右下の道の往復。 

 
 

 
諫早のジャガイモ畑 

 

 

時間21分で余裕の様子で完走され

ました。   

翌日は、足摺岬に立ち寄りそのま

ま道後温泉にて宿泊し、次の日は

松山城を観光し、瀬戸大橋近くの

『おか泉』で讃岐うどんを頂き山

陽道を通り６時には家に帰りまし

た。今回の走行距離１２００キロ

でした。やはりこの大会へは一人

ではチョット厳しいかもしれませ

ん。もし来年誰か参加される様で

したら声をかけて下さい。 

   

●10 月 7日（金）～9日（日） 

長崎橘湾岸スーパーマラニック

秋のステージ 

  ２７３ｋｍの部 今仁 

 
この大会は足掛け三日かかる。そし

て１日目は平日である。木曜日の仕

事を終えてからでは山口から長崎

までは行けないので福岡に一泊す

ることにした。翌朝７時に福岡のホ

テルをチェックアウト。博多駅でこ

の３月まで５年間住んだ福岡で大

変お世話になった福岡の走友会の

会長Ｕさんにばったり会った。仲間

の人たちとこれから岐阜に向かう

とのこと。つい先日は東日本大震災

支援の合唱に行かれていたはずだ

が。特急「かもめ」で長崎には１０

時ちょっと前に着いた。ちょうど長

崎おくんちが開催されていてスタ

ート地点の付近は多くの屋台と人

がいてにぎやかだった。舟形の山車

を見ることができた。 

 

この大会はランナーもスタッフも

少ないうえにコースが長いので、ゴ

ールタイムが同じになるように１

０時から２０時まで実力に応じて

のウェーブスタートとなっている。

私は第２グループ１２時でスター

トした。９名だった。今回のＷ部門

は総勢２８名が出走したがスター

トのハンディは２０時スタートの

人には厳しかったようで、萩往還の

Ｗエントリーした人やＵＴＭＢ完

走者でもリタイアするほど厳しい

レースとなった。 

 

２４時までの１２時間は途中１回

目のミスコースがあったものの約

８０ｋｍ進んで予定より早く樺島

灯台に着いたのだったが。 

 

前半１７３ｋｍの休憩所小浜には

予定より１時間半ほど遅れて到着。

休憩して民宿の温泉に入り３０分

ほど仮眠した。通常は２日目の夜か

ら出る幻覚症状が早くも出てきた。

道路の白線のひび割れたブロック

の一つ一つがアニメの顔のように

見えた。権現岬の坂道を歩いている

と道端に虎が寝転んでいるように

見えたがよく見るとほうき草のよ

うな塊だった… 

 

この日は２４時間走ることができ

るのだが、結局１１０ｋｍしか進め

なかった。２回目のミスコースと休

憩時間を長くとりすぎたことが響

いた。この日最低でも１２０ｋｍは

進んでおきたかったのだが。 

 

原城（後半１００ｋｍの３０ｋｍ地

点）に着く前から１００ｋｍ部門の

ランナーに次々と追い越された。右

足裏が痛いのは厚手のソックスの

裏の縫い目があたって肉刺ができ

たようで、これがひとつの失敗だっ

た。また前回より６時間後のスター

トで見える景色が違ったのと月明

かりがあり、ミスコースしたと勘違

いした所が３つあった。前後のラン

ナーがまったく見えないため無駄

にペースを上げたり立ち止まった

りした。原城までのベストタイムは

３時間そこそこだったのにリスタ

ートしてから最初のＣＰ２０ｋｍ

に４時間もかかってしまった。おお

むね平坦なコースなのにリスター

ト後５０ｋｍで１時間に５ｋｍ進

めないのではとても眉山と雲仙の

急坂は登れないと判断し原城でリ

タイアを決めた後次のエイドまで

の１０ｋｍをほとんど歩いてしま

った。 

 

リタイアを告げてから堂崎エイド

で大会スタッフの車に乗せてもら

い島原のエイドに向かった。１００

ｋｍの部のランナーも続々走って

いた。その背中を見ながら早々とリ

タイアしたことが申し訳ないと思

った。少ないスタッフに暗いうちか

ら迷惑をかけてしまった。島原城に

ついたが着替えはすでにゴールに

向かっているとのことで、エイドで

すすめられた具雑煮をいただき、ま

たまたゴールまで自分たった一人

のために車で送ってもらった。 

 

エイドとボランティアのスタッフ

の方たちには大変お世話になり、ま

たそのすばらしい運営に感心した。 

 

次回大会は２０１３年に決まった

が、噂では完走メダルにはすでに個

人名がかかれていて年度はないそ

うなので、取り返しに行くかどうか

迷うところである。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

女神大橋（４５ｋｍ） 

 
約６時間かけて長崎港に架かる第２エイド

の女神大橋に着くが、スタート地点からの

直線距離は５ｋｍほど。ここでは本職のう

どん屋さんの上品なうどんが食べられる。 
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まだ参加可能な大会 

 
 

 

∇大会予定 

●11 月 20日（日） 

第 1回神戸マラソン    

 

●11 月 20日（日） 

第 19回泉佐野市民健康マラソン 

１０ｋｍの部  

岡田、西、和田、 

 

●11 月 23（水・祝日） 

第 21回福知山マラソン 

  フルの部 岡田、西、 

 

●11 月 27日（日） 

第 36 回河口湖日刊スポーツマラ

ソン 

  フルの部 今仁 

 

●12 月 4日（日） 

竜神温泉木の郷マラソン 

 

●12 月 4日（日） 

奈良マラソン 

フルの部 和田、 

 

●12 月 11日（日） 

第 12 回維新の里萩城下町マラソ

ハーフの部 今仁、 

 

●12 月 18日 (日) 

第 29回吉野川師走マラソン 

（旧吉野川ハーフマラソン） 

奈良県 (五條市 ) 事務局締切 

2011 年 10月 31日 (消印有効) 

(RUNNETでエントリー不可) 

 

 

 

 

●12月 18日 (日) 

第 6 回紀美野ふれあいマラソン

大会 

 西、 
 

（大会要項） 

■開催日 平成２３年１２月１８日（日）  

■会場 紀美野町のかみふれあい公園 

■主催 紀美野ふれあいマラソン大会実行委

員会 紀美野町 紀美野町教育委員会 

■共催 紀美野町体育協会 のかみアスリー

トクラブ 

■種目  

★クロスカントリーの部（①～⑱はコード番号） 

★ロードレースの部：クォーターマラソン

（10.55km） ※制限時間はありません 

★ウォーキングの部 ⑱８ｋｍウォーキング

（のんびりと楽しく歩いてみませんか） 

■参加費    2500円：一般 

■申込期間 平成２３年９月１日（木）～１１

月９日（水）必着 

■大会運営事務局 

〒６４０-１１９２ 和歌山県海草郡紀美野町

動木２８８-４ 

紀美野町中央公民館内 紀美野ふれあいマラ

ソン大会事務局 

ＴＥＬ ０７３－４８９－５９１５  

ＦＡＸ ０７３－４８９－５４００ 

 

●24年 3月 11 日（日） 

京都マラソン 2011 
2011/10/28 

当落結果通知延期のお知らせ（お詫び） 

このたびは、京都マラソン 2012 にお申し込み

いただき、誠にありがとうございました。 

 10 月下旬でご案内しておりました、当落結

果発表につきましては、事務局の事務手続きの

遅れにより、11月 25日（金）頃、通知させて

いただくこととなりました。 

 お待ちいただいている皆様、関係企業・団体

の方々には、約 1ヶ月に及ぶ大幅な遅れとなり、

大変なご迷惑をお掛けすることを心から深く

お詫び申し上げます。 

 特に、京都マラソンの当落結果発表を待って、

他の大会へのエントリーをご判断されようと

しているランナーの皆様におかれましては、参

加大会の計画変更を余儀なくされることにも

なること、また、発表日に関するお問い合わせ

を多数お受けする中、このたびの延期のお知ら

せが、10 月末に至ってしまったことにつきま

しても、重ねてお詫び申し上げます。 

 本件につきまして、10 月 29 日（土）以降、

申込者の皆様全員に対し、Ｅメールまたは郵送

にて順次通知させていただきます。 

 なお、正式な発表日につきましては、決まり

次第、本ホームページでご案内させていただき

ます。 

 このたびの発表延期につきまして、何卒ご理

解、ご了承の程、よろしくお願い申し上げます。 
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室積（むろづみ）秋祭り 

 
室積は江戸時代から栄えた港町。千年以上

前の古刹普賢字神社が有名です。近くの神

社の秋祭りはだんじりに比べればまった

く迫力はありませんが山車も１０台ほど

出ます。季節外れの花火大会もあります。

近くの港まで見物に行ったのですが風も

強く寒いので途中で家に帰ったところ、な

んと部屋のベッドから見えました（写真）。

特等席でした。 

 

 

過日（2011年 9月）、鹿屋体育大学（鹿児

島県）で日本体育学会があり、その特別プロ

グラムとして、マラニックが開催され、学会

関係者、地元の市民ランナー、そして案内役

として同大学の陸上競技部のコーチと学生

という、世代も走るスタイルも異なる様々な

ランナーが集まりました。 

そのマラニックに、翌日のセミナーで講

演予定の町田宗鳳先生（広島大学：比較文明

論学者）が参加して下さり、とても貴重な体

験をしました。 

鹿屋マラニック 

9 月末とはいえ雨上がりの空気が心地よ

く、20名弱の一向は、大学の裏路から人の気

配のない急こう配の坂道を海岸までゆっく

りおりて荒平天神へ向かいました。途中にみ

える錦江湾の内海は素晴らしい絶景で、ここ

が大学街？と思わせる風情です。途中の岩壁

には大きな沢ガニが沢山おり、それだけで大

学生は大喜びです。 

海岸に到着するとちょうど潮が満ちてお

り、神社への道は穏やかな波の下。せっかく

だからと浜辺でシューズを脱いで神社へ渡

りお参りしました。その後、町田先生に教わ

りながら感謝念仏というボイス・メディテー

ションを裸足のまま全員で行いました。 

町田先生は、広島大学環境平和学プロジ

ェクト研究センター長という要職にある宗

教家（学者）です。今回は体育学会長である

山西哲郎先生がお招きし、「震災・困難から

の再生としての身体と運動」と言うテーマで

ご講演を頂くゲストでした。町田先生自身も

ランニングを習慣とし（ご本人はご謙遜し、

毎朝 30 分のスローランニングをしているだ

けです、とおっしゃっていましたが）、その

他にも乗馬や水泳、カヤックなど、様々なス

ポーツを時間の許す限り楽しんでおられる

ようです。 

ボイス・メディテーション 

 

今回教わったボイス・メディテーション

は、まず大きく息を吸い込み、それを一旦腹

へ落とします。そしてゆっくりと息を吐き出

しながら発声するのです。「アー（ゆっくり

長く）」、そしてまた大きく呼吸をし直して

「リー」と続けます。感謝念仏という由来の

ように「アー、リー、ガー、トー」と一語一

語を区切って発しながら、自分の体や足など

何でもいいので、一心に感謝の気持ちを込め

て唱えます。 

境内で行なったこの行為は、皆の発声が

折り重なり荘厳な響きとなってあたりを包

み、あるはずのないパイプオルガンや鈴の音

が聞こえ、感謝と感動が自然とこみ上げる心

地よい体験でした。普段はこれを 30 分続け

るそうですが、スポーツのゲームや試合の前

に仲間と一緒に行うと、リラックスして、か

つ集中力とチームワークを高めるのにも役

立つとのこと。 

ジョグノート「楽しく走ってステップアップ」
から 

 

 

∇ひかり通信 

月初めは長崎の橘湾岸マラニックで「２

泊４日」の旅に行ってきました。月末には

健康診断の再々検査をりんくうの病院で

受けて、その足で大阪マラソンの受付に行

きました。大会の受付やコース設定など東

京マラソンの影響を受けているような気

がしました。 

 仕事の方も今がピークで毎日１５０人

くらいの職人の方が建設中の工場に来て

いるので、その手続きがほとんどです。６

０歳以上の方も多いですが、平成生まれの

若者が結構います。 

そのわけで、今月は家にいる時間が少なく

会報の発行が大幅に遅れて申し訳ありま

せんでした。 

 再検査のため、１か月以上禁酒生活が聞

いたのか再々検査ではＰＳＡの数値が初

めて下がりました。まだ正常値の範囲に入

っていないので３か月ごとの再検査があ

ります。長崎は２１３ｋｍでリタイヤ、大

阪マラソンは自己ワーストの４：４７でや

はり一人での練習は甘えが出て限界があ

るのかなと思っています。 

 

 ※先月号からミニレターをやめて普通

の封筒にしましたが、会報だけでは切手代

がもったいないのでＡ４で印刷したカラ

ー版も同封しました。会の宣伝用に使って

いただけないかなと思っています。 

 

鍋倉賢治 1963年生まれ。1991年 筑波大

学大学院博士課程体育科学研究科修了・教

育学博士。 

 


